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まえがき

本書の目的

本書は，かな漢字変換のキー定義を変更する方法について説明しています。かな漢
字変換のキー定義は，ユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)を使って作成された
アプリケーションを使用している場合にのみ，本書に書かれた方法によって変更す
ることができます。 IMLIBについての詳細は，『IMLIB Digital UNIXライブラ
リ・リファレンス・マニュアル』をご覧ください。

本書の構成

本書は 7つの章と 4つの付録から構成されています。

第 1章 IMLIBの概要について説明します。

第 2章 標準のキー定義とその使い方について説明します。

第 3章 個々のキーの定義を変更する方法について説明します。

第 4章 PROFILEについて説明します。

第 5章 細かいキー定義の変更 (入力シーケンスのカスタマイズ)を行う方法について説
明します。

第 6章 KEYBINDコンパイラの使い方について説明します。

第 7章 KEYBINDファイルを作成する時の注意点について説明します。

付録 A KEYBINDファイルで使うことのできるキーについて説明します。

付録 B KEYBINDファイルのシンタックスについて説明します。

付録 C KEYBINDコンパイラのエラーについて説明します。

付録 D KKSEQから KEYBINDへのコンバートについて説明します。
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表記法

表記法 意味

Return 四角形で囲まれたこの記号は，キーボードのキーを押すことを示し
ます。たとえば， Returnは Returnキーを押すことを示します。

Ctrl/x Ctrl/xの記号は， Ctrlキーを押しながら，同時にあるキーを押すこ
とを示します。たとえば，Ctrl/cは Ctrlキーと c文字キーを同時に
押します。

[ ] 大括弧は，項目が省略可能であることを示します。

英大文字 英大文字は，コマンド，修飾子，パラメータ，ルーチン名，ファイ
ル名，ファイル保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

viii



1
ユーザ・キー定義ライブラリ (IMLIB)の概要

1.1 IMLIBとは

IMLIBは，かな漢字変換のキー定義を，ユーザが自分の好みにあわせて変更する
ためのライブラリです。 IMLIBを使って作成されたアプリケーションでは，文字
入力におけるかな漢字変換のキー定義を，ユーザが好みにあわせて変更することが
できます。また，複数のアプリケーションで共通のキー定義を使用することができ
ます。

ユーザ・キー定義は， IMLIBを使ったアプリケーションにのみ有効です。使用し
ているアプリケーションにおいてユーザ・キー定義が使えるかどうかは，個々のア
プリケーションのマニュアルを参照してください。

1.2 IMLIBの基本的な要素

IMLIBによるユーザ・キー定義を使用するにあたってユーザが知っておかなけれ
ばならないものは以下のとおりです。

1. PROFILE

かな漢字変換を行うときに必要となる情報のうち，キー定義以外のものがこの
ファイルに書かれます。 PROFILEファイルは標準のものが提供されますが，
ユーザが自分の好みにあわせて変更することもできます。

たとえば，変換中のビデオ属性は， PROFILEファイルを使ってユーザが指定
することができます。これによって現在の文節を反転表示にしたり，下線付き
表示にしたり，好みにあわせて変更できます。次に説明するKEYBINDファイ
ルの指定も PROFILEファイルの中で行います。
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2. KEYBINDファイル

かな漢字変換のキー定義を行うファイルです。KEYBINDファイルには「テキ
スト形式」と「バイナリ形式」があり，ユーザはテキスト形式で作成した後，
KEYBINDコンパイラでバイナリ形式に変換しなければなりません。

KEYBINDファイルは，標準として JVMS, EVEJ, CTRL, KEYPAD, TARO
の 5種類が提供されます。ユーザはこれらの定義の中で好みのものを選ぶこと
も，新しく作成することもできます。

3. KEYBINDコンパイラ

テキスト形式のKEYBINDファイルをバイナリ形式のKEYBINDファイルに
変換するときに使います。

1–2



2
標準のキー定義と使い方

2.1 提供されるキー定義とその特徴

IMLIBは，あらかじめ作成されたキー定義を 4種類提供します。ユーザは，簡単
な操作で，これらのキー定義のうちの 1つを選択して使うことができます。ユーザ
が何の変更もしなかったときには， JVMSキーが使われます。

1. JVMSキー

日本語OpenVMS標準のキー定義です。 JVMSキーを使うと，かな漢字変換
キーと VMSの行編集キーとが重ならないという特徴があります。詳しくは，
『日本語ライブラリ 利用者の手引き』を参照してください。

2. EVEJキー

EVEJエディタのキー定義です。日本語 EVEの EVEJキーパッド・モードで
使われています。詳しくは『日本語 EVEユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

3. KEYPADキー

VTシリーズ端末のキーパッドを使用したキー定義です。 kkseqにおける/usr
/i18n/skel/ja_JP/keypad.jsykkseqと同等のキー定義です。詳しくは，「日本語
Digital UNIXオンライン・リファレンス・ページ」を参照してください。

4. CTRLキー

コントロールキーを使用したキー定義です。 kkseqにおける/usr/i18n/skel
/ja_JP/keypad.jsykkseqと同等のキー定義です。詳しくは，「日本語Digital
UNIXオンライン・リファレンス・ページ」を参照してください。

5. TAROキー
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ワープロ・ソフトの一太郎1のキー定義に似たキー定義です。

IMLIBでのキー定義では，かな漢字変換およびかな漢字変換中の編集に関するも
ののみが定義できます。カーソル移動や単語消去のような通常の編集機能は，各ア
プリケーションが定義するキーで行われます。

2.2 EVEJキー，KEYPADキー，CTRLキーまたはTAROキー
を選択する方法

ユーザが何も選択しないときには，キー定義は JVMSキーが使われます。 EVEJ
キー，KEYPADキー， CTRLキーまたは TAROキーを使うときには次のように
します。

ここでは， EVEJキーを使うように設定してみます。

• 環境変数 IM_PROFILEを次のように定義する

% setenv IM_PROFILE im_profile_evej
(cshを使っている場合)

$ IM_PROFILE=im_profile_evej
$ export IM_PROFILE

(shまたはkshを使っている場合)

JVMSキー， TAROキー， CTRLキー，KEYPADキーを使うためには，上の
例の im_profile_evejをそれぞれ

JVMSキー: im_profile_jvms
TAROキー: im_profile_taro
CTRLキー: im_profile_ctrl
KEYPADキー: im_profile_keypad

に変更してください。

この定義をユーザの.cshrc(shを使っている場合は.profile)に入れておくと，以後の
セッションで選択したキー定義を使うことができます。

新しいキー定義を使うには，アプリケーションを再起動してください。

1 一太郎は株式会社ジャストシステムの登録商標です。
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3
個々のキー定義の変更

この章は，標準で提供されるキー定義ファイルを使って，個々のキーの定義を変更
する方法について書かれています。

3.1 標準のキー定義ファイル

標準で提供されるキー定義ファイルは，テキストとバイナリの両方の形式で提供さ
れます。以下に提供されるファイルの説明をします。

バイナリ形式のキー定義ファイルは，テキスト形式のキー定義ファイルをコンパイ
ルしたものです。アプリケーションが実行されるときには，バイナリ形式のキー定
義ファイルが使われます。

提供されるバイナリ形式のキー定義ファイルを以下に示します。
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/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key.im_dat
JVMSキーと同じものです

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_jvms.im_dat
JVMSキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_evej.im_dat
EVEJキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro.im_dat
TAROキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_ctrl.im_dat
CTRLキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_keypad.im_dat
KEYPADキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_level2.im_dat
JVMSキーと同じものです

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_jvms_level2.im_dat
JVMSキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_evej_level2.im_dat
EVEJキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro_level2.im_dat
TAROキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_ctrl_level2.im_dat
CTRLキー

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_keypad_level2.im_dat
KEYPADキー

提供されるテキスト形式のキー定義ファイルを以下に示します。
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/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_jvms.dat
JVMSキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_evej.dat
EVEJキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_ctrl.dat
CTRLキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_keypad.dat
KEYPADキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_common_body.dat
JVMS, EVEJ, KEYPAD, CTRLキー用本体

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro.dat
TAROキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro_body.dat
TAROキー用本体

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_jvms_level2.dat
JVMSキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_evej_level2.dat
EVEJキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_ctrl_level2.dat
CTRLキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_keypad_level2.dat
KEYPADキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_common_body_level2.dat
JVMS, EVEJ,KEYPAD, CTRLキー用本体

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro_level2.dat
TAROキー用マクロ

/usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_taro_body_level2.dat
TAROキー用本体

テキスト形式のキー定義ファイルは「マクロ」と「本体」に分かれています。「マ
クロ」で個々のキーの機能を定義し，「本体」でキー定義の状態の変化を記述して
います。

ファイル名に「LEVEL2」を含むファイルは，半角カナ変換用のキー定義を追加し
たものです。これらを使用するには，アプリケーションが半角カナをサポートして
いることが必要です。
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3.2 キー定義を変更する方法

個々のキー定義を変更するには，マクロが書かれたファイルを変更してコンパイラ
でバイナリ形式に変換します。次にキー定義を変更する例を示します。キーボード
上のキーの名称については付録 Aを参照してください。

JVMSキーでは，ひらがな変換はCtrl/Lキーに定義されています。そこで，ひらが
な変換キーを Ctrl/Hキーに変更することを例に説明します。

1. JVMSキー用のマクロ・ファイルを自分のログイン・ディレクトリにコピーし
ます。

% cd
% cp /usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_key_jvms.dat my_jvms.dat

2. エディタを使ってmy_jvms.datの中の 1行を次のように変更します。

（変更前）hiragana_henkan = CTRL_L;
（変更後）hiragana_henkan = CTRL_H;

3. 変更されたファイルをコンパイルします。

% /usr/i18n/usr/bin/keybind my_jvms.dat

コンパイルによってMY_JVMS.IM_DATが作られます。

4. PROFILEを自分のログイン・ディレクトリにコピーします。

% cp /usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_profile.dat ./.im_profile

5. エディタを使って，ログイン・ディレクトリにある.im_profileの中の 1行を次
のように変更します。

(変更前) DEC-JAPANESE.KEY.keybind : im_key_jvms_level2
(変更後) DEC-JAPANESE.KEY.keybind : my_jvms

以上で，キー定義は変更されます。新しいキー定義を使うには，アプリケーション
を再起動してください。
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4
PROFILE

この章は， PROFILEについて詳しく書かれています。

4.1 PROFILEとは？

PROFILEは，かな漢字変換におけるキー定義以外の付加情報が書かれたファイル
です。ユーザは，システムが提供する PROFILE，ユーザ独自の PROFILEのどち
らでも使うことができます。

PROFILEは通常のテキスト・ファイルで， INDEXとそれに対応する VALUEの
1対 1対応の形で，情報が書き込まれています。 IMLIBを使うアプリケーション
は， PROFILEに書かれた情報を使って，かな漢字変換の動作を決定します。

4.2 標準のPROFILE

通常，アプリケーションに固有の方法で PROFILEファイル名を指定しなかった場
合，次のファイルを順次探索し，最初に見つかって読み取りに成功したファイルを
PROFILEファイルとして使用します。

1. 環境変数 IM_PROFILEで指定されるファイル，その名前の前にユーザーのホ
ームディレクトリ名，/usr/i18n/usr/jsy/imlib/をつけたファイル，さらにその末
尾に拡張子.datをつけたファイル

2. ユーザーのホームディレクトリの.im_profile

3. /usr/i18n/usr/jsy/imlib/im_profile.dat
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4.3 PROFILEの構文規則

PROFILEの個々の INDEXと VALUEの定義はテキストファイルの 1行の中で行
われます。 INDEXと VALUEはコロン (:)をはさんだ形で以下のように書かれま
す。

INDEX-STRING : VALUE-STRING

INDEX-STRINGと VALUE-STRINGで使うことのできる文字は，以下の通りで
す。

• アルファベット文字と数字 (0..9, A..Z, a..z)

• ドル記号 ($),マイナス記号 (-),ピリオド (.),下線 (_)

スペース文字とタブ文字はセパレータとして使われます。 INDEX-STRING中に
はセパレータを含むことはできませんが， VALUE-STRING中にはセパレータを
含むことができます。ただし，セパレータは， VALUE-STRINGの最初の文字と
最後の文字に使うことはできません。

1行中で，感嘆符 (!)またはシャープ記号 (#)以降の文字は，注釈として扱われま
す。

PROFILEの中で INDEXに指定される文字列は，大文字と小文字が区別されませ
んので，大文字と小文字のどちらを使っても，同じものとして扱われます。これに
対して VALUE文字列は，大文字と小文字が別の文字として扱われますので，指定
するときには大文字と小文字を確実に区別しなければなりません。

INDEXにワイルドカードを使うことはできません。

4–2



4.4 共通に使用される INDEX

複数のアプリケーションで共通に使用するための INDEXとそれに対応する
VALUEが定められています。ここではそれらの説明をします。アプリケーション
は，できる限り共通の INDEXで指定した動作をするように作られていますので，
ここで示される INDEXに対応する VALUEを変えることによって， IMLIBをサ
ポートするすべてのアプリケーションの動作が変わります。

共通に使用される INDEXを以下に示します。かな漢字変換に関する共通の
INDEXは，すべて "DEC-JAPANESE."で始まります。

共通に使用される INDEX
・ DEC-JAPANESE.KEY.keybind

VALUE: KEYBINDファイルを示す文字列
説明: KEYBINDファイルを示す文字列には，必要なら拡張子，

".im$dat" が付加されて使用されます。ただし，
拡張子が明示的に指定されたときは指定されたものが
使用されます。IMLIB の SET KEYBIND が指定された
keybind ファイルのロードに失敗した場合は,
DEC_JAPANESE.key.keybind_1 のように "_数字"
のついたINDEXを1から9まで順に探します。

・ DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow
VALUE: current | top | bottom | 整数 (小文字)
説明: かな漢字変換を行うスクリーン上の行を示します。

topは1行目，bottomは最下行，currentは現在カーソルが
ある行を示します。整数はスクリーン上の行番号を数字で
指定するときに使います。

・ DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn
VALUE: current | 整数 (小文字)
説明: かな漢字変換を行うスクリーン上のカラムを示します。

currentは現在カーソルがあるカラムを示します。
整数はスクリーン上のカラム位置を数字で指定する
ときに使います。

・ DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition
VALUE: none | bold | blink | reverse | underline (小文字)
説明: 文字入力時に，変換範囲にある文字に付けられる

ビデオ属性を指定します。
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・ DEC-JAPANESE.DISP.kanaRendition
VALUE: none | bold | blink | reverse | underline (小文字)
説明: ひらがな，カタカナ，全角，半角変換時に，変換範囲に

付けられるビデオ属性を指定します。　

・ DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition
VALUE: none | bold | blink | reverse | underline (小文字)
説明: 漢字変換時に，現在の文節に付けられるビデオ属性を

指定します。

・ DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition
VALUE: none | bold | blink | reverse | underline (小文字)
説明: 漢字変換時に，現在の文節より前の文節に付けられる

ビデオ属性を指定します。

・ DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition
VALUE: none | bold | blink | reverse | underline (小文字)
説明: 漢字変換時に，現在の文節より後の文節に付けられる

ビデオ属性を指定します。

・ DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana
VALUE: on | off (小文字)
説明: コードセットとして DEC 漢字を使用しているときに

半角カナを使用するかどうかを指定します。

・ DEC-JAPANESE.ECHO.kana
VALUE: jiskana | hiragana | katakana (小文字)
説明: カナが入力されたときの表示方法を指定します。

jiskanaは半角のカナを，hiraganaとkatakanaは
全角を意味します。

・ DEC-JAPANESE.ECHO.autoRomanKana
VALUE: on | off (小文字)
説明: 入力時にローマ字から指定された字種への自動変換を

行うかどうかを指定します。エコーされる字種は
DEC-JAPANESE.ECHO.kana の設定に依存します。

・ DEC-JAPANESE.ECHO.ascii
VALUE: hankaku | zenkaku (小文字)
説明: アルファベット文字を入力したときに半角で表示されるか

全角で表示されるかを指定します。
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・ DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize
VALUE: none | rotate | done (小文字)
説明: 文節の大きさが最小になっているときに「文節縮小」キー

が押された場合，または文節の大きさが最大になっている
ときに「文節拡大」キーが押された場合の動作を
指定します。noneのときは何も実行しません。
rotateが指定されると，文節の大きさが最小のときには
最大に，文節の大きさが最大のときは最小になります。
doneのときは，現在の変換を終了してアプリケーション
指定の動作を実行します。

・ DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber
VALUE: none | rotate | done (小文字)
説明: 現在の文節が最初の文節にあるときに「前文節」キー

が押された場合，または現在の文節が最後の文節に
あるときに「次文節」キーが押された場合の動作を
指定します。noneのときは何も実行しません。
rotateが指定されると，現在の文節が最初の文節に
あるときには最後の文節に，現在の文節が最後に
あるときには最初の文節に移動します。
doneのときは，現在の変換を終了してアプリケーション
指定の動作を実行します。

・ DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition
VALUE: none | done (小文字)
説明: カーソルが最初の文字にあるときに「左移動」キーが

押された場合，またはカーソルが最後の文字に
あるときに「右移動」キーが押された場合の動作を
指定します。noneのときは何も実行しません。
doneのときは，現在の変換を終了してアプリケー
ション指定の動作を実行します。

・ DEC-JAPANESE.ECHO.romkanaDB
VALUE: ローマ字かな変換テーブルファイルを示す文字列
説明: ローマ字かな変換時に使用するローマ字・かなの

対応を記述したファイル名を指定します。
無指定時はライブラリ内部の対応表を使用します。
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例 4–1 JVMSキー用の PROFILE

DEC-JAPANESE.KEY.keybind : im_key_jvms_level2
DEC-JAPANESE.KEY.keybind_1 : im_key_jvms
DEC-JAPANESE.DISP.preEditRow : current
DEC-JAPANESE.DISP.preEditColumn : current
DEC-JAPANESE.DISP.inputRendition : bold
DEC-JAPANESE.DISP.kanaRenditon : bold
DEC-JAPANESE.DISP.currentClauseRendition : reverse
DEC-JAPANESE.DISP.leadingClauseRendition : none
DEC-JAPANESE.DISP.trailingClauseRendition : none
DEC-JAPANESE.CHAR.jisKana : off
DEC-JAPANESE.ECHO.ascii : hankaku
DEC-JAPANESE.ECHO.kana : hiragana
DEC-JAPANESE.ECHO.autoRomanKana : off
DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseSize : none
DEC-JAPANESE.OUTRANGE.clauseNumber : rotate
DEC-JAPANESE.OUTRANGE.cursorPosition : done
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5
入力シーケンスのカスタマイズ

前章までは，かな漢字変換のキーの割り当ての変更および PROFILEの変更という
比較的簡単にキー定義を変更する方法について説明してきました。この章以降の章
では，より細かいキー定義の変更 (入力シーケンスのカスタマイズ)を行う方法が説
明されています。

入力シーケンスのカスタマイズは，かな漢字変換入力に関する基本的な知識が必要
です。少しの変更でも，かな漢字変換の動作全体に影響を与えることがありますの
で，注意してください。

キー定義のシンタックスは付録 Bを参照してください。

5.1 KEYとACTION

キー定義はキーボード上のキーの名称と，実行される機能 (ACTION)の関係を記
述したKEYBINDファイルを作ることで行います。 1つのKEYに対して複数の
ACTIONを定義することも，複数のキーに対して 1つの ACTIONを定義すること
もできます。

例 5–1にKEYBINDファイルの中で，KEYと ACTIONの関係を記述した部分を
示します。この例ではCtrl/Kキーを押すとカタカナ変換，Ctrl/Lキーを押すとひらが
な変換をするように記述されています。また例の 3行目に示されるように，コンマ
(,)で区切ることで複数の ACTIONを指定することもできます。
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例 5–1 KEYと ACTIONの記述

CTRL_K : KATAKANA;
CTRL_L : HIRAGANA;
TYPING_KEYS : START, ECHO;

5.2 定義できるキーの範囲

IMLIBのかな漢字変換キー定義が対象とするキーは， VT280シリーズ端末および
VT382端末，およびでサポートされるすべてのキーおよびいくつかの特殊キーで
す。 IMLIBがサポートするキー名は，付録 Aを参照してください。 IMLIBがサ
ポートするキー名のうち注意が必要なキーについて以下に説明します。ただし，こ
れらのキーは端末設定によって変更されることがありますので注意して下さい。

• CTRL_C

Ctrl/Cキーは，アプリケーションに SIGINTシグナルを送出する目的に使われま
すので，通常の端末設定では定義した動作を実行させることはできません。

• CTRL_S

Ctrl/Sキーは，フロー・コントロールの "XOFF"に使われますので，通常の端末
設定では定義した動作を実行させることはできません。

• CTRL_Q

Ctrl/Qキーは，フロー・コントロールの "XON"に使われますので，通常の端末
設定では定義した動作を実行させることはできません。

• CTRL_\ (FS)

Ctrl/\キーは，アプリケーションに SIGQUITシグナルを送出する目的に使われ
ますので，通常の端末設定では定義した動作を実行させることはできません。

• OTHERS

すべてのキーにマッチします。どのキーを押しても同じ動作をさせたいときに
使用します。

• TYPING_KEYS
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すべての画面に表示されるキー (文字キー，数字キー)にマッチします。

• VOID

どのキーともマッチしません。マクロ定義において，ある機能にどのキーも定
義したくないときに使用します。

5.3 キーの組合せの表記法

KEYBINDファイルには，複数のキーの組合せで 1つの機能を実行させたり， 2つ
のキーに同じ機能を持たせるような記述をすることができます。例 5–2に組み合
わせたキーの記述の例を示します。

複数のキーの組合せで 1つの機能を実行させるにはキー名をプラス記号 (+)で
つなぎます。例の 1行目は，KEYBINDファイルの中の 1行を抜き出したもの
で，PF1キーを押した後KP7キーを押すことで，カタカナ変換を実行することを指
示しています。

2つのキーのどちらを押しても同じ機能を実行させるにはキー名をコンマ (,)で
つなぎます。例の 2行目は，KEYBINDファイルの中の 1行を抜き出したもの
で， Ctrl/Lキーを押しても， Ctrl/Hキーを押してもひらがな変換を実行することを指
示しています。

また例の 3行目のようにかっこを使ってより複雑なキーの記述をすることもできま
す。この例は，PF1キーを押した後Ctrl/Fキーを押しても，あるいはCtrl/Gキーを押
した後 Ctrl/Fキーを押しても，半角変換を実行することを指示しています。

例 5–2 組み合わせたキーの記述

PF1 + KP7 : KATAKANA;
CTRL_L, CTRL_H : HIRAGANA;
(PF1, CTRL_G) + CTRL_F : HANKAKU;
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5.4 ACTIONとその動作

かな漢字変換を行うための個々の機能のことを ACTIONと呼びます。かな漢字変
換のキー定義を行う時，キーに対応する機能を ACTIONの組合せで記述します。

ACTIONによって実行される機能は，細かく規定されています。ユーザは
ACTIONによって，かな漢字変換におけるアプリケーションの動作をコントロー
ルできます。

5.5 かな漢字変換の内部状態

かな漢字変換を実行しているときには，内部的にいくつかの状態が存在します。
ACTIONの実行は内部状態によって変わりますので，KEYBINDファイルをカ
スタマイズするユーザはこれらの内部状態を意識しておかなければなりません。
図 5–1は，内部状態と状態間の遷移を説明しています。
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図 5–1 かな漢字変換の内部状態と状態間の遷移

初期状態

入力状態 かな変換状態

漢字変換状態

(1)

(3)

(7)

(11)

(8)

(5)
(12)

(9)

(2)

(6)

(10)

(4)

(13)

• 初期状態

かな漢字変換を行っていない状態です。この状態にあるときアプリケーション
は，かな漢字変換に関係しないアプリケーションの機能を実行します。たとえ
ば，ユーザがかな漢字変換に関係しないところでカーソルを移動しているとき
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が，この状態にあたります。カーソル移動はアプリケーションの機能であり，
IMLIBは関係しません。

• 入力状態

ユーザがかな漢字変換をするために，「ひらがな」や「ローマ字」を入力して
いるときがこの状態です。アプリケーションによっては，かな漢字変換の対象
となる部分を高輝度やボールド表示にすることがあります。入力途中で間違い
に気づいたときの編集は，入力状態で行われます。漢字変換をした後に入力の
間違いに気づき，入力文字列に戻したときもこの状態になります。

• かな変換状態

入力した文字列を「カタカナ」，「全角」などに変換した状態です。
さらに， RESTORE_ECHOアクションによって一時的に変換が解除されたと
きもこの状態になります。

• 漢字変換状態

かな漢字変換を行った後の状態です。文節縮小，文節移動，文節カタカナ変換
などを行っているときはこの状態にあたります。

5.6 状態間の移動

図 5–1に示される状態の間の遷移は， ACTIONやその他の条件によって起こりま
す。ここでは，状態間の遷移を引き起こす条件について説明します。

表 5–1は ACTIONによる状態間の遷移を示す表です。この表は， ACTIONを実
行する前の状態と実行後の状態をまとめたものです。表の中で使われている表記は
以下の通りです。

• カーソル

カーソル移動に関連した ACTIONです。MOVE_LEFT, MOVE_RIGHT,
HEAD, TAIL, DELETEがこれにあたります。
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• かな変換

単純な変換を行う ACTIONです。HIRAGANA, KATAKANA, HANKAKU_
KANA, HANKAKU, ZENKAKU, SYMBOL, UPPER, LOWERがこれにあた
ります。

• 文節操作

漢字変換中の文節に関連した ACTIONです。 CLA_HIRAGANA, CLA_
KATAKANA, CLA_HANKAKU_KANA, CLA_ZENKAKU, CLA_HANKAKU,
NEXT_CLAUSE, PREV_CLAUSE, SHORTEN_CLAUSE, EXTEND_
CLAUSE, NEXT_CANDIDATE, PREV_CANDIDATEがこれにあたります。

• error

今の状態でこのような ACTIONは許されないことを示します。
KEYBINDファイルに，このような ACTIONが記述されていると，
KEYBINDコンパイラは警告を出します。

• no action

この ACTIONが来たときにはアプリケーションは何も実行しないことを示しま
す。

表 5–1 状態間の遷移

ACTION 初期状態 入力状態 かな変換状態 漢字変換状態

START 入力状態 (1) error error error

START_SELECTED 入力状態 (1) error error error

ECHO error 入力状態 (2) error error

カーソル error 入力状態 (2) error error

かな変換 error かな変換状態 (3) かな変換状態 (6) かな変換状態 (13)

CONVERT error 漢字変換状態 (4) 漢字変換状態 (7) no action

DONE no action 初期状態 (5) 初期状態 (8) 初期状態 (11)

文節操作 error error error 漢字変換状態 (10)

RESTORE_
STRING

error no action 入力状態 (9) 入力状態 (12)

RESTORE_ECHO error かな変換状態 (3) かな変換状態 (6) かな変換状態 (13)
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5.7 ACTIONの意味

• START

新しい入力を開始します。 STARTの後，状態は「入力状態」に移ります。

• START_SELECTED

アプリケーションのセレクトの部分を変換対象にします。 START_
SELECTEDの後，状態は「入力状態」に移ります。

• ECHO

入力されたキーに対応した文字を表示します。自動ローマ字かな変換が指
定されているときには，ローマ字をかなに変換して表示します。入力さ
れたキーがかなキーのときの表示方法 (半角カタカナ，全角ひらがななど)
はアプリケーションの任意です。もしその文字が表示できる文字でないときに
は，何も実行しません。アプリケーションは関係するバッファにこの文字を格
納します。この機能は「入力状態」にあるときのみ有効です。

• DELETE

カーソルの直前の文字を削除します。この機能は「入力状態」にあって，カー
ソルが変換領域の中にあるときのみ有効です。

• MOVE_LEFT

カーソルを左に移動します。この機能は「入力状態」にあって，カーソルが変
換領域の中にあるときのみ有効です。

• MOVE_RIGHT

カーソルを右に移動します。この機能は「入力状態」にあって，カーソルが変
換領域の中にあるときのみ有効です。

• HEAD

カーソルを変換領域の先頭に移動します。この機能は「入力状態」にあるとき
のみ有効です。

• TAIL

カーソルを変換領域の末尾に移動します。この機能は「入力状態」にあるとき
のみ有効です。
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• HIRAGANA

変換領域の中のアルファベットとカタカナをひらがなに変換します。

• KATAKANA

変換領域の中のアルファベットとひらがなをカタカナに変換します。

• HANKAKU_KANA

変換領域の中のアルファベットとひらがな，カタカナを半角カナに変換しま
す。

• ZENKAKU

変換領域の中の半角文字を全角に変換します。

• HANKAKU

変換領域の中の全角文字を半角に変換します。

• UPPER

変換領域の中のアルファベットの小文字を大文字に変換します。

• LOWER

変換領域の中のアルファベットの大文字を小文字に変換します。

• SYMBOL

変換領域の中のシンボル変換を実行します。 JIS区点入力，DEC漢字コード
入力ができます。

• CONVERT

変換領域に対してかな漢字変換を実行します。この機能は「入力状態」または
「かな変換状態」にあるときのみ有効です。

• NEXT_CANDIDATE

現在の文節に対して次候補を得る操作を実行します。この機能は「漢字変換状
態」にあるときのみ有効です。

• PREV_CANDIDATE

現在の文節に対して前候補を得る操作を実行します。この機能は「漢字変換状
態」にあるときのみ有効です。
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• CLA_HIRAGANA

現在の文節中のカタカナをひらがなに変換します。この機能は「漢字変換状
態」にあるときのみ有効です。

• CLA_KATAKANA

現在の文節中のひらがなをカタカナに変換します。この機能は「漢字変換状
態」にあるときのみ有効です。

• CLA_HANKAKU_KANA

現在の文節中のひらがな，カタカナを半角カナに変換します。この機能は「漢
字変換状態」にあるときのみ有効です。

• CLA_ZENKAKU

現在の文節中の半角のアルファベットを全角に変換します。この機能は「漢字
変換状態」にあるときのみ有効です。現在のかな漢字変換の方法では，この機
能はサポートできません。

• CLA_HANKAKU

現在の文節中の全角のアルファベットを半角に変換します。この機能は「漢字
変換状態」にあるときのみ有効です。現在のかな漢字変換の方法では，この機
能はサポートできません。

• NEXT_CLAUSE

現在の文節を文末方向に 1つ移動します。この機能は「漢字変換状態」にある
ときのみ有効です。

• PREV_CLAUSE

現在の文節を文頭方向に 1つ移動します。この機能は「漢字変換状態」にある
ときのみ有効です。

• SHORTEN_CLAUSE

現在の文節を縮小します。この機能は「漢字変換状態」にあるときのみ有効で
す。

• EXTEND_CLAUSE

現在の文節を拡大します。この機能は「漢字変換状態」にあるときのみ有効で
す。
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• DONE

「初期状態」に戻ります。「漢字変換状態」にある場合は，変換の学習を行い
ます。バッファの内容をすべてクリアし，画面上のビデオ属性を消します。

• RESTORE_STRING

変換領域内を入力文字列に戻して，「入力状態」になります。これにより，文
字列の編集ができるようになります。

• RESTORE_ECHO

変換領域内を入力文字列に戻して，「かな変換状態」へ移ります。次の入力文
字が変換操作以外の入力であれば，確定後，入力に応じた操作を行います。

• NONE

そのキーが定義されていないことを明示的に指定します。NONEを指定したと
きには, NONEに対して他の ACTIONを同時に指定することはできません。
NONEで他の ACTIONを同時に指定したときの結果は保証されません。　　
　　　　　　

ACTIONには上に示したものに加えてGOTOが存在します。GOTOは特殊な
ACTIONで，KEYBINDファイルの中の STATEを移動するために使われます。
STATEについては，第 5.8節を参照してください。GOTOは， 1つのキーにつき
最後の ACTIONとして 1つだけ指定することができます。

5.8 STATEとは？

IMLIBでは， 1つのキーに，場面により異なる機能を定義することができるよう
になっています。これを可能にするのが STATEです。キー定義は，必ずどれかの
STATEに属しますので， 1つのキーには存在する STATEの数だけ違った機能を
持たせることができます。

アプリケーションを起動したとき最初に属する STATEは "initial"です。 STATE
の名称のうち "initial"だけはシステムで定義されていて，KEYBINDファイルの
中には必ず 1つだけ STATE "initial"が存在します。
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その他の STATEの名称はユーザが自由に決めることができます。ただし，
STATEの名称とGOTO ACTIONにより指定される次の STATEは互いに対応がと
れていなければなりません。

5.9 STATEの記述方法

例 5–3にKEYBINDファイルの中で STATEを記述する例を示します。 1つの
STATEはSTATE "string" =で始まり，END;で終了します。この間に書かれるキーと
ACTIONの関係は，その STATE内でのみ有効です。

例 5–3 STATEの記述例

STATE "initial" =
PF1 : START, GOTO "input_state";

END;

STATE "input_state" =
PF1 : DONE, GOTO "initial";
TYPING_KEYS : ECHO;

END;

この例を順に説明します。

1. 最初の STATEは "initial"です。このキー定義によると "initial"ではPF1キーだ
けが定義されています。

2. PF1キーを押すと， STARTが実行されて入力が始まる状態になります。また
GOTOによって "input_state"に移ります。

3. "input_state"では TYPING_KEYS(表示されるキー)を押すと ECHOが実行さ
れます。

4. 再びPF1キーを押すとDONEによって入力状態を終了して， GOTO "initial"に
よって "initial"に戻ります。

5–12



5.10 マクロの使い方

KEYBINDファイルのキー名の記述には，マクロを使うことができます。マクロ
を使うことによってキーの割り当ての変更が容易になります。例 5–4はマクロを
使わないKEYBINDファイルの記述例です。同じ記述をマクロを使って書くと
例 5–5のようになります。

マクロを使うと，あるキーに割り当てられていた機能を他のキーへ変更すること
が，マクロの変更だけでできるようになります。マクロ部分だけを別ファイルとす
ることもできますので，本体を記述したファイルを変更せずにキーの割り当てだけ
を変更できます。

また，マクロを使うと複数の STATEで定義されたキーの変更が容易になります。
キー定義は STATEごとに行わなければなりません。したがって，複数の STATE
で同じ機能を実行しているようなときに，キー割り当てを変更しようとすると，マ
クロを使っていない場合は，各 STATEに書かれている該当するキーをすべて書き
換えなければなりません。しかし，例 5–5のようにマクロを使って記述すれば，
マクロ部分をhiragana_henkan = CTRL_Lというように変更するだけで，すべての
STATEにおけるひらがな変換のキーはCtrl/Lに変えることができます。

コンパイラは，マクロが展開できなくなるまで，あるいは展開された文字列がキー
名に一致するまでマクロ展開を繰り返します。ただし，マクロ展開は最大 10回ま
でに制限されています。マクロ展開が 10回を超えると，コンパイラはエラーを出
力して終了します。
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例 5–4 マクロを使わないキー定義

! キー定義本体
STATE "x" =

.

.

.
CTRL_L : HIRAGANA;

.

.

.
END;

STATE "y" =
.
.
.
CTRL_L : HIRAGANA;

.

.

.
END;
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例 5–5 マクロを使ったキー定義

! マクロ部分
hiragana_henkan = CTRL_L;

! キー定義本体
STATE "x" =

.

.

.
hiragana_henkan : HIRAGANA;

.

.

.
END;

STATE "y" =
.
.
.
hiragana_henkan : HIRAGANA;

.

.

.
END;
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6
KEYBINDコンパイラ

この章ではKEYBINDコンパイラの使い方について説明します。

コンパイラのエラー・メッセージについての詳細は，付録 Cを参照してくださ
い。

6.1 KEYBINDコンパイラとは？

KEYBINDコンパイラは，テキスト形式のKEYBINDファイルをバイナリ形式の
KEYBINDファイルに変換します。

アプリケーションは，バイナリ形式のKEYBINDファイルからキー定義に関する
情報を得ます。したがって，テキスト形式でKEYBINDファイルを作った後は，
必ずKEYBINDコンパイラによって，バイナリ形式に変換しておかなければなり
ません。

6.2 KEYBINDコンパイラのコマンドと修飾子

KEYBINDコンパイラはKEYBINDコマンドで起動されます。KEYBINDコマン
ドは以下のようなフォーマットになっています。

% /usr/i18n/usr/bin/keybind [-オプション] ファイル名

以下にKEYBINDコマンドの例を示します。

% keybind -l my_keybind
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この例では，my_keybind.datというテキスト形式のKEYBINDファイルを
my_keybind.im_datというバイナリ形式のKEYBINDファイルに変換します。ま
たmy_keybind.lisという名前のリスト・ファイルが作られます。

6.2.1 修飾子

以下にKEYBINDコマンドの修飾子の説明をします。

• -l[ファイル名]

コンパイル・リストの出力ファイル名を指定します。 -nlとすると，コンパイ
ル・リストを出力しません。省略時の値は -nlです。

ファイル名を省略した時は，ソース・ファイルの拡張子を.lisにしたものをファ
イル名として使います。

• -b[ファイル名]

コンパイルの結果として作られる，バイナリ形式のファイルのファイル名を指
定します。 -nbのときは，バイナリ形式のファイルを作りません。省略時の値
は -bです。

ファイル名を省略した時は，ソース・ファイルの拡張子を.im_datにしたファ
イル名として扱います。

• -c

キー定義ファイルの中で指定される ACTIONの，組合せの正しさを検証するか
どうかを指定します。 -ncを指定すると検証を行ないません。省略時の値は -c
です。

6.2.2 ファイル名

テキスト形式のKEYBINDファイルのファイル名を指定します。拡張子を省略し
た場合は，.datという拡張子をつけたファイルを探します。また，%INCLUDE命
令で読み込むファイルは，

1. カレントディレクトリ
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2. /usr/i18n/usr/jsy/imlib

から探されます。

6.3 新しいACTIONを含んだファイル

IMLIB 1.1で新しくサポートされた RESTORE_ECHO ACTIONおよび半角カナ
変換 ACTION (HANKAKU_KANA， CLA_HANKAKU_KANA)を使用したファ
イルをコンパイルすると，出力されるバイナリ形式のKEYBINDファイルのサポ
ートレベルが 2になります。アプリケーションはKEYBINDファイルを読み込む
ときに，自分がサポートしているアクションに従ったレベルを指定します。このと
き読み込もうとしたKEYBINDファイルのサポートレベルが，アプリケーション
の指定したサポートレベルより高い場合は，KEYBINDファイルの読み込みは失
敗します。

PROFILEのDEC-JAPANESE.KEY.keybindで指定されたKEYBINDファイルの
読み込みに失敗した場合は，最大 9回まで再試行が行われます。再試行に使われる
ファイル名は上記の INDEXに_1，_2，などを付けた INDEXで指定できます。
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7
KEYBINDファイル作成例

この章では JVMSキーのKEYBINDファイルを例にして，KEYBINDファイルを
作るときの注意点について書かれています。

JVMSキーのKEYBINDファイルを例 7–1に示します。説明のため実際に提供さ
れているものと違っている部分があります。

例 7–1 JVMSキーの KEYBINDファイル

!
! JVMS変換キー定義ファイル（システムテンプレート）
!
gold = CTRL_G;1
kakutei = CTRL_N;
kanji_henkan = NULL, gold + CTRL_K;2
hiragana_henkan = CTRL_L;
katakana_henkan = CTRL_K;
zenkaku_henkan = CTRL_F;
hankaku_henkan = gold + CTRL_F;
kigou_henkan = GS;
oomoji = VOID;3
komoji = VOID;
ji_bunsetsu = CTRL_P;
zen_bunsetsu = gold + CTRL_P;
tansyuku = US;
sintyou = gold + US;
zen_kouho = gold + (NULL, CTRL_L);4
kaijo = CTRL_N;
sakujo = DEL;
hidari = LEFT;
migi = RIGHT;

(次ページに続く)
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例 7–1 (続き) JVMSキーの KEYBINDファイル

%INCLUDE (im_key_common_body.dat)5

1 CTRL_Gを goldというマクロ名に定義します。

2 NULLまたは gold + CTRL_Kを kanji_henkanというマクロ名に定義しま
す。

3 VOIDはどのキーにもマッチしないキーのシンボルです。 JVMSキーには
oomojiや komojiに対応するキーが定義されていないので， VOIDを使いま
す。 oomoji, komojiは本体で使われているので，ここでこの行を省略すること
はできません。

4 zen_kouhoというマクロ名は gold + NULLまたは gold + CTRL_Lを意味しま
す。

5 ディレクティブ%INCLUDEによってキー定義ファイルの本体 (im_key_
common_body.dat)を読み込みます。
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im_key_common_body.datの内容を例 7–2に示します。

例 7–2 im_key_common_body.datの内容

!
! JVMS/EVEJ/LEIA変換キー定義ファイル本体（システムテンプレート）
!
!
! 初期状態
!
STATE "initial" =
TYPING_KEYS : START, ECHO, GOTO "inputting";1
END;
!
! 入力状態
!
STATE "inputting" =
kanji_henkan : CONVERT, GOTO "kk_converting";2
hiragana_henkan : HIRAGANA, GOTO "converting";3
katakana_henkan : KATAKANA, GOTO "converting";
zenkaku_henkan : ZENKAKU, GOTO "converting";
hankaku_henkan : HANKAKU, GOTO "converting";
kigou_henkan : SYMBOL, GOTO "converting";
oomoji : UPPER, GOTO "converting";
komoji : LOWER, GOTO "converting";
kakutei : DONE, GOTO "initial";
sakujo : DELETE;
hidari : MOVE_LEFT;4
migi : MOVE_RIGHT;
TYPING_KEYS : ECHO;
END;
!
! かな変換状態
!
STATE "converting" =
kanji_henkan : CONVERT, GOTO "kk_converting";
hiragana_henkan : HIRAGANA;
katakana_henkan : KATAKANA;
zenkaku_henkan : ZENKAKU;
hankaku_henkan : HANKAKU;

(次ページに続く)
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例 7–2 (続き) im_key_common_body.datの内容
kigou_henkan : SYMBOL;
oomoji : UPPER;
komoji : LOWER;
kaijo : RESTORE_STRING, GOTO "inputting";5
TYPING_KEYS : DONE, START, ECHO, GOTO "inputting";6
END;
!
! 漢字変換状態
!
STATE "kk_converting" =
kanji_henkan : NEXT_CANDIDATE;
hiragana_henkan : CLA_HIRAGANA;
katakana_henkan : CLA_KATAKANA;
zenkaku_henkan : ZENKAKU;
hankaku_henkan : HANKAKU;
kigou_henkan : SYMBOL;
oomoji : UPPER;
komoji : LOWER;
ji_bunsetsu : NEXT_CLAUSE;
zen_bunsetsu : PREV_CLAUSE;
tansyuku : SHORTEN_CLAUSE;
sintyou : EXTEND_CLAUSE;
zen_kouho : PREV_CANDIDATE;
kaijo : RESTORE_STRING, GOTO "inputting";
TYPING_KEYS : DONE, START, ECHO, GOTO "inputting";
END;

1 STATE"initial"には TYPING_KEYSだけしか定義されていません。画面に表
示されるキー以外が入力されるとアプリケーションが動作を決めます。画面に
表示されるキーが入力されると入力を STARTし，入力されたキーを ECHOし
て， STATEは "inputting"に移ります。

2 マクロ kanji_henkanに定義されたキーが入力されると CONVERTによってか
な漢字変換を行ない， STATEは "kk_converting"に移ります。

3 マクロ hiragana_henkan, katakana_henkanなどに定義されたキーが入力され
るとそれぞれの動作を行ない， STATEは "converting"に移ります。

(次ページに続く)
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例 7–2 (続き) im_key_common_body.datの内容

4 ここで，定義されているMOVE_LEFT, MOVE_RIGHTは入力文字列の編集時
のキー定義です。通常の編集時のカーソルの移動はアプリケーションが定義す
るので，ユーザはキー定義を行ないません。

5 RESTORE_STRINGは，一度変換を始めた文字列をもう一度入力文字列に戻
します。 STATEも "inputting"に戻すことで，文字列の編集関係のキーが使え
るようになります。

6 STATEが "converting"の時に TYPING_KEYSが入力されると現在の状態が確
定して新規に文字列が入力されます。
DONEによって変換は確定し，初期状態に戻りますので，DONEを省略する
ことはできません。DONEを省略すると STARTがエラーになります。
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A
キー名

KEYBINDファイルで使うことのできるキーの名前を表 A–1に示します。 IMLIB
は以下のキーボードを対象にしています。

• LK201-AJ

• LK401-AJ

• LK421-AJ

• LK401-JJ

• LK401-BJ

• LK421-JJ

表 A–1 キー名リスト

キー名 対応するキー

"X" 文字キー "X" (大文字と小文字は区別されます)

"カ " 文字キー "カ " (カナ入力状態)

"\"" ダブル・クォーテーションマーク・キー

"\\" バック・スラッシュ・キー

KP0 数字キーパッドの 0 キー

KP1 数字キーパッドの 1 キー

KP2 数字キーパッドの 2 キー

KP3 数字キーパッドの 3 キー

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) キー名リスト

キー名 対応するキー

KP4 数字キーパッドの 4 キー

KP5 数字キーパッドの 5 キー

KP6 数字キーパッドの 6 キー

KP7 数字キーパッドの 7 キー

KP8 数字キーパッドの 8 キー

KP9 数字キーパッドの 9 キー

COMMA 数字キーパッドの , キー

MINUS 数字キーパッドの - キー

PERIOD 数字キーパッドの . キー

ENTER 数字キーパッドの Enterキー

PF1 数字キーパッドのPF1キー

PF2 数字キーパッドのPF2キー

PF3 数字キーパッドのPF3キー

PF4 数字キーパッドのPF4キー

F6 ファンクションキーのF6キー

F7 ファンクションキーのF7キー

F8 ファンクションキーのF8キー

F9 ファンクションキーのF9キー

F10 ファンクションキーのF10キー

F11 ファンクションキーのF11キー

F12 ファンクションキーのF12キー

F13 ファンクションキーのF13キー

F14 ファンクションキーのF14キー

HELP ファンクションキーのHelpキー

DO ファンクションキーのDoキー

F17 ファンクションキーのF17キー

F18 ファンクションキーのF18キー

F19 ファンクションキーのF19キー

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) キー名リスト

キー名 対応するキー

F20 ファンクションキーのF20キー

NULL Ctrl/スペース

CTRL_A Ctrl/A

CTRL_B Ctrl/B

CTRL_C Ctrl/C

CTRL_D Ctrl/D

CTRL_E Ctrl/E

CTRL_F Ctrl/F

CTRL_G Ctrl/G

CTRL_H Ctrl/H

TAB Tabキー

CTRL_J Ctrl/J

CTRL_K Ctrl/K

CTRL_L Ctrl/L

RETURN Returnキー

CTRL_N Ctrl/N

CTRL_O Ctrl/O

CTRL_P Ctrl/P

CTRL_Q Ctrl/Q

CTRL_R Ctrl/R

CTRL_S Ctrl/S

CTRL_T Ctrl/T

CTRL_U Ctrl/U

CTRL_V Ctrl/V

CTRL_W Ctrl/W

CTRL_X Ctrl/X

CTRL_Y Ctrl/Y

CTRL_Z Ctrl/Z

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) キー名リスト

キー名 対応するキー

ESC Ctrl/[

FS Ctrl/\

GS Ctrl/]

RS Ctrl/‘

US Ctrl//

LEFT 編集キーパッドの←キー

RIGHT 編集キーパッドの→キー

UP 編集キーパッドの↑キー

DOWN 編集キーパッドの↓キー

FIND 編集キーパッドの Find キー

INSERT_HERE 編集キーパッドの Insert Here キー

REMOVE 編集キーパッドの Remove キー

SELECT 編集キーパッドの Select キー

PREV_SCREEN 編集キーパッドの Prev Screen キー

NEXT_SCREEN 編集キーパッドの Next Screen キー

DEL メイン・キーパッドの<xキー

SHFT_UP SHIFT +編集キーパッドの↑キー (前文節移動)

SHFT_DOWN SHIFT +編集キーパッドの↓キー (後文節移動)

SHFT_LEFT SHIFT +編集キーパッドの←キー (文節縮小)

SHFT_RIGHT SHIFT +編集キーパッドの→キー (文節拡大)

CTRL_UP CTRL +編集キーパッドの↑キー

CTRL_DOWN CTRL +編集キーパッドの↓キー

CTRL_LEFT CTRL +編集キーパッドの←キー

CTRL_RIGHT CTRL +編集キーパッドの→キー

CTRL_SHFT_ALT_UP CTRL + SHIFT + ALT +編集キーパッドの↑キー

CTRL_SHFT_ALT_DOWN CTRL + SHIFT + ALT +編集キーパッドの↓キー

CTRL_SHFT_ALT_LEFT CTRL + SHIFT + ALT +編集キーパッドの←キー

CTRL_SHFT_ALT_RIGHT CTRL + SHIFT + ALT +編集キーパッドの→キー

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) キー名リスト

キー名 対応するキー

CTRL_SHFT_UP CTRL + SHIFT +編集キーパッドの↑キー

CTRL_SHFT_DOWN CTRL + SHIFT +編集キーパッドの↓キー

CTRL_SHFT_LEFT CTRL + SHIFT +編集キーパッドの←キー

CTRL_SHFT_RIGHT CTRL + SHIFT +編集キーパッドの→キー

CTRL_ALT_UP CTRL + ALTキーパッドの↑キー

CTRL_ALT_DOWN CTRL + ALTキーパッドの↓キー

CTRL_ALT_LEFT CTRL + ALT +編集キーパッドの←キー

CTRL_ALT_RIGHT CTRL + ALT +編集キーパッドの→キー

ALT_UP ALT +編集キーパッドの↑キー

ALT_DOWN ALT +編集キーパッドの↓キー

ALT_LEFT ALT +編集キーパッドの←キー

ALT_RIGHT ALT +編集キーパッドの→キー

ALT_SHFT_UP SHIFT + ALT +編集キーパッドの↑キー

ALT_SHFT_DOWN SHIFT + ALT +編集キーパッドの↓キー

ALT_SHFT_LEFT SHIFT + ALT +編集キーパッドの←キー

ALT_SHFT_RIGHT SHIFT + ALT +編集キーパッドの→キー

JFK_HENKAN 変換キー

JFK_CTRL_HENKAN CTRL + 変換キー

JFK_ALT_HENKAN ALT +変換キー

JFK_SHFT_HENKAN SHIFT +変換キー (前候補)

JFK_CTRL_SHFT_HENKAN CTRL + SHIFT +変換キー

JFK_CTRL_ALT_HENKAN CTRL + ALT +変換キー

JFK_CTRL_SHFT_ALT_
HENKAN

CTRL + SHIFT + ALT +変換キー

JFK_MUHENKAN 無変換キー

JFK_SHFT_MUHENKAN SHIFT + 無変換キー (入力状態へ戻る)

JFK_CTRL_MUHENKAN CTRL +無変換キー

JFK_ALT_MUHENKAN ALT +無変換キー (記号変換)

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) キー名リスト

キー名 対応するキー

JFK_CTRL_SHFT_
MUHENKAN

CTRL + SHIFT +無変換キー

JFK_CTRL_ALT_MUHENKAN CTRL + ALT +無変換キー

JFK_CTRL_SHFT_ALT_
MUHENKAN

CTRL + SHIFT + ALT +無変換キー

JFK_HIRAGANA ひらがな キー

JFK_SHFT_HIRAGANA SHIFT + ひらがな キー (カタカナ変換)

JFK_CTRL_HIRAGANA CTRL +ひらがな変換キー (半角カタカナ変換)

JFK_ALT_HIRAGANA ALT +ひらがな変換キー (全角英数字変換)

JFK_CTRL_SHFT_
HIRAGANA

CTRL + SHIFT +ひらがな変換キー (半角カタカナ変換)

JFK_CTRL_ALT_HIRAGANA CTRL + ALT +ひらがな変換キー

JFK_SHFT_ALT_HIRAGANA SHIFT + ALT +ひらがな変換キー

JFK_CTRL_SHFT_ALT_
HIRAGANA

CTRL + SHIFT + ALT +ひらがな変換キー

OTHERS すべてのキー

TYPING_KEYS すべての文字キー

VOID どのキーにもマッチしない
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B
KEYBINDファイルのシンタックス

図 B–1にKEYBINDファイルのシンタックスを示します。このシンタックスの記
述規則は以下のとおりです。

• 大文字はキーワードを示します (終端記号)。

• アイデンティファイアは大カッコ[ ]を使って示します (終端記号)。アイ
デンティファイアには，キー名[keyname]， ACTION名[action]，マクロ
名[macro_identifier]， STATE名[state_string]があります。

• 非終端記号は小文字で示します。

KEYBINDファイルで使われるディレクティブには以下のものがあります。

• %include (ファイル名)
指定したファイルを読み込む。
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図 B–1 KEYBINDファイルのシンタックス

## Syntax ##

keybind ::= macro_def_list states | states

## Syntax of keydef_header ##

macro_def_list ::= macro_def | macro_def macro_def_list
macro_def ::= macro_name = key_choice ;
macro_name ::= [macro_identifier]

## Syntax of keydef_body ##

states ::= a_state | a_state states
a_state ::= STATE state_name = key_def_list END ;
state_name ::= [state_string]
key_def_list ::= key_def | key_def key_def_list
key_def ::= key_choice : actions ;

key_choice ::= key_sequence | key_sequence , key_choice
key_sequence ::= keys | keys + key_sequence
keys ::= ( key_choice ) | a_key

a_key ::= key | macro_name
#(defined macro_name in keydef_header)

key ::= [keyname]

actions ::= an_action | an_action , actions | goto_action
an_action ::= [action]
goto_action ::= GOTO state_name
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C
KEYBINDコンパイラのエラー

CANNOTOPN, Cannot open
重大度: Error
説明: ファイルを開くことができません。
ユーザの処置: ファイルのプロテクションを，ファイルを開くことができるよ
うに変更してください。

FILNOTFND, File not found
重大度: Error
説明: 指定されたKEYBINDファイルがありません。
ユーザの処置: KEYBINDファイルを正しく指定してください。

ILLCHAR, Character char is illegal
重大度: Error
説明: 正しくない文字が含まれています。
ユーザの処置: 正しくない文字を取り除いてください。

ILLKEY, Keyname string is illegal
重大度: Error
説明: 正しくないキー名が指定されました。
ユーザの処置: 正しいキー名を使ってください。

ILLDIRECTIVE, string is not a directive
重大度: Error
説明: ディレクティブでない文字列がディレクティブとして指定されていま
す。
ユーザの処置: 正しいディレクティブを指定してください。
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ILLKEYWORD, string is not a keyword
重大度: Error
説明: 正しくないキーワードが指定されました。
ユーザの処置: キー名または ACTION名が間違っていますので，正しく変更し
てください。

INSVIRMEM, Insufficient virtual memory
重大度: Error
説明: 仮想メモリが不足しています。
ユーザの処置: システム管理者に相談してください。

INVACTION, Action string is invalid in this state
重大度: Warning
説明: STATEに対応しない ACTIONが書かれています。
ユーザの処置: STATEと ACTIONの対応を正しくしてください。

MACROSYNTAX, Macro syntax error
重大度: Error
説明: マクロ構文が正しくありません。
ユーザの処置: マクロ構文を正しく書き直してください。

NEXTLEVEL, Exceed maximum nest level
重大度: Error
説明: INCLUDEのネスティングが制限値を超えました。
ユーザの処置: INCLUDEのネスティングを少なくするるように，KEYBIND
ファイルを書き直してください。

NOINITIAL, No initial state
重大度: Error
説明: STATE"initial"がありません。
ユーザの処置: KEYBINDファイルには必ず STATE"initial"が必要です。
STATE"initial"を使ってKEYBINDファイルを書き直してください。

NOKEYDEF, State string has no key-action definition.
重大度: Error
説明: 中味のない STATEは許されていません。
ユーザの処置: STATEに 1つ以上のキー定義文を書いてください。
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NOPAREN, Include file is not in parentheses
重大度: Error
説明: ディレクティブ INCLUDEファイル指定文字列にカッコがついていませ
ん。
ユーザの処置: INCLUDEのファイル指定にはカッコをつけてください。

NOSTATE, No state statement
重大度: Error
説明: STATE文がありません。
ユーザの処置: STATE文を使ってください。

READERR, File read error
重大度: Error
説明: ファイルを読むことができません。
ユーザの処置: 正しいKEYBINDファイルかどうかを調べてください。

SYNTAXERR, Syntax error
重大度: Error
説明: 構文上の誤りがあります。
ユーザの処置: 構文上の誤りを正しく書き直してください。

WRITEERR, File write error
重大度: Error
説明: ファイル書き込み中にエラーが発生しました。
ユーザの処置: ユーザに割り当てられたディスク・クォータ，およびディスク
のフリー・スペースを調べてください。

C–3





D
KEYBINDファイルのシンタックス

D.1 kk2keybindコンバータ

kk2keybindコンバータを使って，Digital UNIXで利用されているかな漢字キ
ー・シーケンスKKSEQの設定ファイルをKEYBINDコンパイラで処理できる
KEYBINDファイルに変換することができます。この変換出力をさらに keybind
コンパイラにかけることによって，これまで使い慣れてきたキー配置を IMLIBの
もとで利用することができます。

D.2 kk2keybindコンバータの使い方

kk2keybindコンバータは次のような形式を持ちます。

% /usr/i18n/usr/bin/kk2keybind [-オプション] ファイル名

D.2.1 オプション

次のオプションを，ファイル名の前に指定することができます。

• -o output-file

出力を output-fileに出力します。このオプションが省略されると，出力は標準
出力となります。

• -i include-file
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kk2keybindコンバータは完全なKEYBINDファイルを出力せずに，ステー
トなどの記述された主ファイルを%INCLUDE命令で取り込むようになって
います。 -iオプションで，このインクルード・ファイル名を指定します。こ
のオプションが省略されると，/usr/i18n/usr/jsy/imlib/kk2keybind.datあるい
は/usr/i18n/usr/jsy/imlib/kk2keybind_level2.datがインクルードされます。な
お include-fileで指定されたファイル名が正規のものか，存在するかなどの検査
は行われません。

• -wこのオプションが指定されると，キーパッド，ファンクション・キーについ
てキー名の他に，そのキーが発生するエスケープ・コードを出力しません。指
定省略時の設定では，キー名とエスケープ・コード両方を出力します。

D.2.2 ファイル名

ファイル名には，KKSEQで利用されている設定ファイルを指定します。ファイル
名の指定がない，または複数のファイル名を指定した場合はエラーになります。

D.3 エラー

kk2keybindコンバータが出力するエラーは，次のとおりです。エラーにはメッセ
ージの他に，必要に応じて行番号やファイル名などが付加されます。

• invalid action found

アクション名が不正です。

• invalid key description

キーの名称が不正です。

• identifier expected

キーワードが必要です。

• key ’xxx’ appears over twice

同じキーマップで同じキーが二度以上定義されています。

• keyword ’xxx’ is used in kkseq

kkseqで予約されているキーワードをキー名として使っています。
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• keyword ’xxx’ is used in keybind

keybindで予約されているキーワードをキー名として使っています。

• keyword ’xxx’ is already defined as map name

すでにキーマップ名として定義されているキーワードをキー名として使ってい
ます。

• keyword ’xxx’ is reserved as action name

アクション名として予約されているキーワードをキー名として使っています。

• invalid key name

キー名が不正です。

• unexpected separator

不正なセパレータが見つかりました。

• unexpected token

不正なトークンが見つかりました。

• illegal character found

不正な文字が見つかりました。

• unknown control code

コントロール・コードの表記が間違っています。

• ‘;’ expected

セミコロン（;）が必要です。

• ‘:’ expected

コロン（:）が必要です。

• multiple character used

文字の定義の中に文字列が含まれています。

• unexpected newline

文字または文字列の定義の中に改行が含まれています。

• unexpected eof

D–3



処理中に End Of Fileを検出しました。

• warning: action ‘xxx’ is not supported on keybind

このアクションは keybind(1)では完全にはサポートできません。

D.4 制限

KKSEQのアクション start-henkanおよび no-operationは keybindコンパイラで
は完全にサポートできません。これらはそれぞれ変換動作，確定動作を行うものと
解釈されます。
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